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出版物海賊版サイト、日本国内からのアクセス 2021年10月 上位10サイト月間アクセス数
（ABJ調べ／simillarwebによる）

順位 サイト名 URL 2021年7月
（単位＝万）

8月
（単位＝万）

9月
（単位＝万）

10月
（単位＝万） 9月→10月 態様

1 12430 12830 13200 15560 118%オンライン／ベトナム系

2 7077 7892 7618 9116 120%オンライン／ベトナム系

3 7708 8076 8108 7924 -2%オンライン

4 2102 2304 2099 2238 107%ダウンロード／リーチサイト

5 2064 2087 2029 2086 103%ダウンロード／トレント

6 1698 1695 1621 1575 -3%ダウンロード／リーチサイト

7 21 77 440 424 -4%オンライン／ベトナム系

8 1218 324 257 342 133%オンライン／ベトナム系

9 333 292 304 293 -4%ダウンロード／リーチサイト

10 258 273 287 275 -4%ダウンロード／リーチサイト

合計 34909 35850 35963 39833 111%増加

ベトナム系合計 20746 21123 21515 25442 118%ベトナム系合計 著しく増加

※ベトナム系＝運営者が同国に拠点を置くと推測されるサイト
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2021年10月の概況

• 上位２サイトの伸びが抑えられない（両サイトは9月→10月で大幅増）

• 結果、2021年10月（「漫画BANK」閉鎖前）の上位10サイトの合計アクセス
数は、4億の大台目前となってしまった→「漫画村」は当時最大１億アクセス

• 「漫画BANK」閉鎖でユーザーは、ほかのサイトに移動することが予測される
→11月の数字、「漫画BANK」分、純減とはならないのでは？

• ダウンロード型は、伸びを抑え込めつつある。新規サイトの登場は少なくなっ
た。また、ふたつの老舗リーチサイトの閉鎖を確認（ダウンロード違法化の影響やスマホで手
軽に見られるサイトの台頭の影響と推測される）
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コロナ禍での海賊版サイト
上位３サイトが如何に伸長したか
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２０２０年４月７日
初の緊急事態宣言

３サイトの合計が初の3億越え
（その後、３位の漫画BANKは閉鎖）
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【参考】上位10サイトのうち試算可能なサイトで
タダ読みされた金額

2020年年間＝約2100億円
2021年1月から7月＝約4700億円

２０２１年１月から１０月＝７８２７億円

※【漫画BANK】でタダ読みされた金額
2019年末開設時から2021年10月まで＝２０８２億

※マンガの紙・電子をあわせた正規の市場規模＝6１２６億円
（2020年／出版科学研究所調べ）
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出版界の対策に関してまして

削除要請、刑事摘発、情報開示請求などは出版社の役割

ABJの役割は「個社で出来ないこと」を実施
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ABJの活動、4本柱

• ABJマークの策定、運用、普及

• 啓発活動→STOP! 海賊版キャンペーン

• 海賊版サイトリストの作成、利活用

• 関係省庁、関連団体との連携

※ABJは出版社だけでなく、著者、IT・通信事業者、電子書

店等、電子書籍流通に関わるプレイヤーで構成される海賊

版対策の団体
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ABJマークの策定、運用、普及

ABJマーク＝正規版サービスの証。

19９事業者、８１６サービスに交付

（２０２１年１１月５日現在）
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STOP! 海賊版キャンペーン

ABJが実施している啓発活動

第7弾は、2021年1月1日の改正著作
権法施行（ダウンロードの違法化）周知
を目的として実施
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☞2021年1月1日の改正著作権法施行

☞出版物の海賊版をダウンロードすることが違法となった

☞2月16日より周知キャンペーン開始

☞「読者の漫画愛に訴えかけ海賊版での閲覧は絶対NGという世
論形成」も目的とした
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★24作品バナー 海賊版を検索した人にメッセージバナー広告を表示。海賊版視聴者が多い
YouTube、海賊版サイト情報のやりとりが多いTwitterを中心に出稿
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キャンペーン全体のデータ（2021年2月16日～3月末）

協力各社によるwebサイトバナー掲載☞ 70社以上

ABJのツイートへのリツイート☞ 7000以上

ABJのツイートへのいいね☞ 1万3000

バナー広告表示回数
☟

1億3000万回

ダウンロード型サイトの抑え込みに寄与した
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今後のキャンペーンの予定

• 12月24日開始予定 CODA（コンテンツ海外流通促進機構）の
キャンペーンに協力

• 2021年2月中旬開始予定 （一社）ABJが主体となって実施

※ともに、出版社ならではの、キャラクターを利用した話題性のあ
るキャンペーン
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海賊版サイトリストの作成、利活用

• 海賊版サイトリストの作成＝現在、400サイトほどをリスト化

• すべて海賊版サイトであることの証拠を保全したもの

• 下記の流れで利活用中

• ABJ→（一社）ABJ会員社 【削除要請、広告出稿停止】

• ABJ→SIA→フィルタリング事業者、セキュリティ事業者 【アクセスの抑止】
（詳細、SIAさんより説明）

• ABJ→CODA→Google【検索結果表示抑止】、ネット広告関連団体【広告出
稿停止】

※CODAへはリストの提供ではなく、対応すべきサイトを精査してCODAのフォーマットで提出
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